
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○何度も同じことを言ったり、尋ねたりする。 

○人や物の名前が出てこなくなった。 

○慣れている場所で道に迷った。 

○日付や曜日が分からない。 

○イライラして怒りっぽくなった。 

○食事を食べたことを忘れている。  など 

                   

“物忘れ”は加齢と共に始まり、歳相応の物忘れではあまり心配が要らないことがほと

んどですが、中には認知症の初期症状の場合もあります。 

代表的な疾患がアルツハイマー型認知症ですが、他にも脳血管性認知症、レビー小体型

認知症、前頭側頭型認知症など、さまざまな種類の症状があります。 

根本的な治療は困難ですが、早期診断・早期治療により認知症の進行を遅らせることで、

日常生活に対する問題を少なくすることが可能な場合が多いのです。 

 

 

かかりつけ医、サポート医からの紹介状または長寿介護課からの相談票が必要です。 

受診日に必ずご持参ください。 

長崎県五島中央病院 


